
古
典
文
法
テ
ス
ト

第
１
回

動

詞
（
二
）

氏
名
（

）

次
の
文
中
の
動
詞
に
す
べ
て
傍
線
を
引
き
、
活
用
の
種
類
（
○
行
○
段
活
用
）
と
活
用
形
を
書
け
（
略
し
た
形
で
い
い
よ
）

ダ
行
下
二
・
連
用

ワ
行
上
一
・
連
用

カ
行
四
段
・
連
用

ハ
行
四
段
・
終
止

①
八
月
十
五
日
ば
か
り
の
月
に
出
で

居
て
、
か
ぐ
や
姫
い
と
い
た
く
泣
き

給
ふ
。

ヤ
行
下
二
・
連
用

②
富
士
の
峰
か
す
か
に
見
え
て
、
上
野
・
谷
中
の
梢
、
ま
た
い
つ
か
は
と
心
細
し
。

ヤ
行
上
二
・
連
用

ハ
行
四
段
・
命
令

ａ
「
―
し
、
そ
し
て
―
す
る
」
と
解
せ
る
時
は
、
別
々
の
二
語

③
老
い
て
は
子
に
従
へ
。

動
○用+
動
は

ｂ
「

〃

〃

」
と
解
せ
な
い
と
き
は
、
一
語
の
複
合
動
詞

ｃ

本
動
詞+

補
助
動
詞
の
時
は
、
別
々

ラ
変
・
連
体

マ
行
上
一
・
終
止

④
な
ん
と
て
か
か
る
憂
き
目
を
ば
見
る
べ
き
。

ワ
行
上
一
・
連
用

カ
変
・
命
令
…
文
脈
を
考
え
よ

⑤
「
い
づ
ら
（
＝
ど
こ
へ
行
っ
た
？
）
、
猫
は
。
こ
ち
率
て

来
。

ラ
行
上
二
・
連
用
（
「
古
く
な
る
」
の
意
）

サ
行
四
段
・
連
体

ラ
変
・
已
然

⑥
世
に
ふ
り
ぬ
る
こ
と
を
も
、
お
の
ず
か
ら
（
＝
中
に
は
）
聞
き
も
ら
す
あ
た
り
（
＝
人
）
も
あ
れ
ば
、
…

⑦
白
露
の
色
は
ひ
と
つ
を
（
＝
一
つ
な
の
に
）

マ
行
下
二
・
終
止

い
か
に
し
て
（
＝
ど
う
し
て
）
秋
の
木
の
葉
を
ち
ぢ
に
染
む
ら
む

「
木
の
葉
を
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
他
動
詞
の
は
ず
。
と
い
う
こ
と
は
、
下
二
段
。
「
染
む
（
四
段
）
」
は
「
染
マ
ル
」
と
い
う
意
味
の
自
動
詞
で
あ

るサ
変
・
連
用

ヤ
行
上
一
・
未
然

サ
変
・
已
然

カ
行
四
段
・
連
用

⑧
念
じ
て

射
ん
と

す
れ
ど
も
、
外
ざ
ま
へ
行
き
け
れ
ば
、
…
…

ナ
行
下
二
・
連
用

カ
行
上
二
・
終
止
「
起
く
」
で
あ
る
。
文
脈
考
え
て
ご
ら
ん
。「
置
く
（
四
段
）」
の
は
ず
な
い
で
し
ょ
。

⑨
夕
べ
に
寝
ね
て
、
朝
に
お
く
。

カ
行
四
段
・
連
用

タ
行
下
二
・
終
止

⑩
「
観
音
火
杭
変
成
池
は
い
か
に
」
と
札
を
書
き
て
、
大
門
の
前
に
立
つ
。

文
脈
考
え
て
ご
ら
ん
。
札
を
「
書
」
い
た
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
を

「
立
て
た
」
ん
で
し
ょ
。
す
る
と
、
下
二
段
の
は
ず
。

点


